
　
町
道
住
吉
中
央
線
と
小
平
蘂
川

と
の
交
差
部
に
あ
る
住
吉
中
央
橋

は
、
橋
梁
の
老
朽
化
に
よ
る
補
修

工
事
の
た
め
６
月
８
日
か
ら
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
９

月
１
日
か
ら
通
行
止
め
解
除
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課
管
理
係

（
内
線
２
４
５
・
２
４
６
）

　
小
平
町
高
齢
者
事
業
団
で
は
、

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て「
冬
囲
い
」

の
作
業
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
小
平
町
高

齢
者
事
業
団
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
料
　
金

　
一
人
当
た
り
の
作
業
金
額

　
一
時
間
　
　
円
８５０

　
一
戸
当
た
り
の
交
通
費

（
小
平
市
街
を
除
く
）
１
千
　
円
２００

※
冬
囲
い
の
材
料
に
つ
い
て
は
、

ご
自
身
で
用
意
願
い
ま
す
。

（
お
申
し
込
み
時
に
、
作
業
人

数
・
日
程
等
の
打
ち
合
わ
せ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
申
込
期
限
　
　
月
　
日（
水
）

１０

２２

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
平
町
高
齢
者
事
業
団

　
緯
　
倆
８
２
８
８
倆
２
２
３
３

０８０

　
会
長
　
外
山
秀
樹
　
宅

　
緯
　
倆
２
０
０
６

５６

　
小
平
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
緯
　
倆
１
６
４
３

５９

▼
そ
の
他
作
業
に
つ
い
て
も
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

電
力
需
給
ひ
っ
迫
警
報
も
な
く
、

今
夏
の
節
電
協
力
期
間
が
終
了
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
節
電
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　
新
星
マ
リ
ン
漁
業
協
同
組
合

（
ほ
た
て
部
会
）
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
へ
感
謝
の
意
味
を
込
め
て

「
ほ
た
て
貝
」
を
無
料
配
布
し
ま

す
。
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
経
済
課
商
工
水
産
係

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
２
２
１
）

　
小
平
町
防
犯
協
会
で
は
、
町
内

会
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
工
事
に
対
し
て
、
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
消
費

電
力
が
少
な
く
電
気
料
金
を
低
く

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
機

器
の
寿
命
が
長
い
こ
と
等
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
町

内
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
積
極

的
に
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
助
成
す
る
金
額

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成

　（
千
円
未
満
切
捨
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
多
数
の
場
合
は
、
設
置
数

を
調
整
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
住
民
係（
内
線
２
１
２
）

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

つ
い
て

１ ６

冬
の
準
備
は
お
済
で
す
か
？

「
冬
囲
い
」
お
手
伝
い
し
ま
す

節
電
協
力
期
間
終
了
に
つ
い
て

住
吉
中
央
橋
の
通
行
止
め

解
除
に
つ
い
て

が投票日ですが投票日です。。
１０月２６日（日）

告示日は１０月２１日です

任期満了に伴任期満了に伴うう
小平町長選挙小平町長選挙はは

　町では、支援が必要と認定された特産品振興のための生産活動や調査研究を支援し、町特産品のブランド

化を図り、雇用機会拡充とともに地域経済の振興につながることを目的とした補助事業を新設しましたので、

下記概要をご理解いただき積極的に活用されますようお知らせいたします。

噛補助要綱の概要噛

○補 助 対 象 者⇒町内で特産品のための生産活動（加工品含む。）又は調査研究を行う事業者。

○補 助 率 等⇒生産活動施設整備費…事業費の２分の１以内（補助金上限額 500万円）

　　　　　　　　　　調査研究費……………事業費の２分の１以内～全額（補助金上限額 200万円）

○認 定 等⇒各所属組織等（組織に所属していない場合は町へ直接）を通じ認定申請をしてくだ

さい。その後、各団体から推薦の受けた者で構成する審査会において認定の可否を

判断します。

なお、申請者は審査会に出席し、申請内容の説明を行う必要があります。

○実 績 報 告⇒事業実施の翌年度から３年間、経営等の実績を報告しなければなりません。

○振興組織への参画⇒補助金の交付を受けた方は、情報交換を通し連携方策を検討するため、別に組織す

る協議会に参加することが必要です。

　【詳しくは、各産業団体（農協・漁協・商工会）又は役場企画振興課にお問い合わせください。】　

町の特産品振興のため、アイデア・意欲のある方を応援します

～ １０月１日より受付開始 ～

「小平町特産品振興支援事業補助要綱」新設

ほ
た
て
貝
の
町
民
還
元
実
施


